
 

 

 

 

 

 

                         
                             意識（反応）の確認 

 

 

 

 

                         

                           １１９番通報と AED の手配 

 

                   

              

◎ 傷病者の耳もとで「大丈夫ですか？」など大き

な声で呼びかけながら肩を軽くたたき、反応が

あるかないかをみます。 

 

☆要点☆ 

※呼びかけに対して目を開けたり払いのけるなど

目的のあるしぐさが無ければ「反応なし」と  

判断。 

※けいれんやひきつけなど目的の無い動きも 

「反応なし」と判断。 

※反応があれば相手の話を聞き必要な手当てを 

行います。 

◎ 反応が無ければ、大きな声で｢誰か来て！  

人が倒れています！｣と助けを呼びます。 

◎ 複数の協力者が来たら「あなたは１１９番通報

して下さい」「あなたは AED を持ってきて下 

さい」と具体的に依頼します。 

 

☆要点☆ 

※救助者が自分一人で誰も協力者が居ない場合は

心肺蘇生法を開始する前に自分で１１９番通報

をします。すぐ持ってこれる場所に AED がある

場合は AED を取りに行きます。 

            

(２)助けを呼ぶ 

(１) 意識を確認する 

 

 

｢あなたは 119 番通報をして下さい！｣ 

｢あなたはＡＥＤを持ってきてて下さい！｣ 

大丈夫ですか？ 



 

 
 呼吸の確認 

                         

                                

 

 

 

 

 

 

 

                                     
          胸骨圧迫              胸骨圧迫の姿勢（横） 

 

 

 

 

 

                              
         両手のおき方             胸骨圧迫をする部位 

(３)呼吸の確認 

◎ 傷病者のそばに座り、胸やお腹の動きを見て 

１０秒以内で【普段どおりの呼吸】をしている

か判断します。 

 

☆要点☆ 

※以下の場合は【普段どおりの呼吸】なしと判断

します。            

・ 胸やお腹の動きがない。 

・ １０秒間確認しても呼吸状態がわからない。 

・ しゃくりあげるように、途切れ途切れに呼吸

している。 

   心臓が停止した直後には呼吸に伴う胸やお腹の動きが普段どおりではない場合や、 

下あごでしゃくりあげるように途切れ途切れに呼吸をしている場合がありますが 

この呼吸は死戦期呼吸と呼ばれ、【普段どおりの呼吸】ではありません。 

(４)胸骨圧迫 

◎ 傷病者が普段どおりの呼吸をしていないと判断したらすぐに胸骨圧迫を開始します。 

 

◎ 胸の真ん中に片方の手の付け根を当て、もう片方の手を胸の真ん中に当てた手に重ねます。 

◎ 指を組んで胸の真ん中に当てた手の付け根だけで胸の真ん中を【強く・速く・絶え間なく】  

圧迫します。 

◎ ソファーやベッドの上など柔らかい場所では効果的な胸骨圧迫は出来ません。床の上など  

かたい場所に移動しましょう。 



 

 

 

 

 

  

         
  両膝を肩幅より少し広く開き安定した姿勢で     真上から垂直に圧迫する   

                    

          

        肘を伸ばして圧迫         両手の組み方と力を加える部分 

 

                                       
       肘をまげて圧迫しない           斜めに圧迫しない 

              

◎ 肘をまっすぐ伸ばして胸の真ん中に当てた手の付け根に体重をかけ、傷病者の胸が少なくても

５ｃｍ沈む位の強さで圧迫します。 

◎ １分間に少なくとも１００回の速いリズムで３０回連続して胸の真ん中を絶え間なく圧迫 

します。 

◎ 圧迫と圧迫の間は胸がしっかり戻るまで圧迫をゆるめます。 

目の前で倒れている人を助けたい！ 

その気持ちが大切です。 

まずは胸骨圧迫を行いましょう！ 

 



              

                          

                               気道確保 

                        

                                人工呼吸 

                          

                                感染防護具 

 

 

                        

   買い物袋を四つに折って切り真ん中に穴をあける   買い物袋による感染防護具の代用 

(5)口対口人工呼吸 

30 回の胸骨圧迫終了後、口対口人工呼吸を行い 

息を吹き込みます。 

 

(1) 気道確保（頭部後屈あご先挙上法）を行います。 

◎ 額に片手を当て、もう片方の人差し指と中指を

あご先に当てて、頭を後ろにのけぞらせ、あご

先を上げることにより傷病者の喉の奥を広げ 

空気の通り道を作ります。 

 

(2) 人工呼吸 

◎ 気道確保をしたままで、額に当てた手の親指と

人差し指で傷病者の鼻をつまみます。 

◎ 口を大きく開き傷病者の口を覆い、息が漏れ 

ないようにして、傷病者の胸が上がるのを確認

しながら約 1 秒かけて息を吹き込みます。 

◎ 一度口を離し同じ要領でもう一度息を吹き 

込みます。 

 

☆要点☆ 

※人工呼吸は2回とも上手く吹き込めるのが理想で

すが、上手く吹き込めなかった場合でも人工呼吸

は 2 回までで止め直ちに胸骨圧迫を開始します。 

 

※人工呼吸の間は胸骨圧迫が中断されますが、中断

が出来るだけ短くなるように心掛けます。 

 

※感染防護具があると役立ちます。無ければ   

ビニール袋等で代用する事も出来ます。 

 

※傷病者の口や顔面から出血があったり、嘔吐等で

口対口人工呼吸がためらわれる場合は人工呼吸は

行わず、胸骨圧迫のみを絶え間なく行います。 



 

 

 

                        
                         胸骨圧迫と人工呼吸を交互に行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

(６)胸骨圧迫と人工呼吸（心肺蘇生法）を継続 

◎ 胸骨圧迫 30 回と人工呼吸 2 回を救急隊に 

引き継ぐか、傷病者が目を開けたり普通の  

呼吸をし始めるまで繰り返し行います。 

 

☆要点☆ 

※胸骨圧迫は正しい姿勢で押すことにより、  

疲れにくく押せますが、長時間実施し疲れて 

くると効果的な胸骨圧迫が出来なくなります。

自分以外にも救助者が居るのであれば、   

１～2分をめどとし疲れる前に交代して効果的

な胸骨圧迫の継続に心掛けましょう。 

30 対 2 

 

◎ 効果的な胸骨圧迫 

 

・1 分間に 100 回のﾘｽﾞﾑ 

・手の付け根で 

・傷病者の胸の真ん中を押

す。 

・圧迫と圧迫の間の除圧も

傷病者の胸がしっかりと

戻るまで行う。 

 

◎ 胸骨圧迫の正しい姿勢 

 

・肩幅より少し広く膝を開く 

・肘を伸ばして 

・真上から押す。 

（真上から押すためには、 

救助者が膝で立つ位置を  

傷病者の腕に膝が当たる位 

近づいて押すことがポイン

トです。） 

 

◎ 人工呼吸のポイント 

 

・気道確保して鼻をつまみ 

・1 回に約 1 秒間かけて 

・胸が上がる程度の量を 

・2 回続けて吹き込む。 

・１回目の吹き込みで上手

く入らなかったら、気道

確保が上手く出来ている

か、息漏れや鼻のつまみ

忘れがないか確認し訂正

してから２回目を行い 

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 心肺蘇生法を行っている途中にＡＥＤが届いたらすぐに電源を入れ AED パッドを傷病者

に装着します。 

◎ AED には様々な機種が有りますが、どの機種も電源を入れると機械による音声    

ガイダンスが有り、迷わずに操作できるようになっています。メッセージに従い    

落ち着いて操作しましょう。 

◎ AED の準備中も出来るだけ心肺蘇生法を継続し、心肺蘇生法の中断時間が短くなる様に

心掛けましょう。 

 

◎ AED は全ての心肺停止傷病者に使える訳ではありません。心肺停止に至る丌整脈の  

うちの限られた丌整脈にのみ有効です。AED を装着して解析が始まっても AED から 

「ショックは丌要です」というメッセージが有った場合は落ち着いて AED のメッセージ

に従い胸骨圧迫と人工呼吸（心肺蘇生法）を行いましょう。 

(1)AED の到着から傷病者への電極パッド装着まで 

① AED をケースから取り出し傷病者の

そばに置きます。 

② AED の電源を入れます。 

ふたを開けると自動的に電源が入る 

機種もあります。 

※ 以降は音声メッセージに従い操作 

します。 

③ 電極パッドを貼る 

◎ 傷病者の衣服を取り除き胸をはだけ AED の電極パッドを貼ります。（AED のケースに 

ハサミやタオル、Ｔ字カミソリなどのレスキューセットが入っている機種も有ります。） 

◎ 電極パッドを袋から取り出しシールをはがして粘着面を傷病者の肌に隙間なく貼り  

つけます。 

◎ 機種によっては電極パッドのケーブルコネクターをＡＥＤ本体に接続する必要がある 

機種も有りますが、音声でガイドされますので音声メッセージに従って操作します。 



     

        AED 電極パッド           電極パッドを貼る位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
    身体が濡れている場合に拭く範囲        レスキューセット 

 

レスキューセットに入っている品目 

 

 

 

 

 

 

 

№ 品  名 数量 用     途 

1. ニトリルグローブ 1 双 救助の際に装着する 

2. Ｔ字カミソリ 1 本 体毛の濃い傷病者の剃毛に使用する 

3. ハサミ 1 本 傷病者の衣服を着る 

4. タオル 1 本 濡れている傷病者を拭く 

5. 蘇生用マウスピース 1 個 人工呼吸の際に使用する（感染防護具） 

6. ペーパータオル 2 枚 血液・体液を拭き取る 

☆要点☆ 

※ 電極パッドの貼る位置はパッド自体に図で表示されています。図のとおり胸の右上  

（鎖骨の下）と胸の左下（脇の下５～８ｃｍ）に貼ります。 

※ アクセサリーや湿布などの貼付薬は出来るだけ取り除き、ＡＥＤの電流が正常に流れる 

ようにします。 

※ 身体が濡れている場合は電極パッドを貼る部分と電極パッド同士の間を拭きます。体毛が

濃く電極パッドを密着させて貼ることが出来ない場合はＴ字カミソリなどで電極パッド

を貼る部分の毛をそります。 

※ ＡＥＤの機種によっては成人用と小児用の二つの電極パッドが入っているものや、成人 

モード・小児モードの切り替えがある機種も有ります。小学生以上には成人用パッド（成

人モード）を使用します。成人に小児用パッド（小児モード）は使用しないでください。

（小児用パッド・小児モードでは成人に必要な強さの電気ショックを得られません。） 

※ ＡＥＤのケースにレスキューセットが同梱されている機種も有りますので、必要に応じ 

使用します。レスキューセットの品目と用途は下記のとおりです。 



                        

                        

 解析中は誰も傷病者に触れてはいけません 

 

 

 

 

  

 

 

                      

                     誰も傷病者に触れていないことを確認する 

  

   

  安全を確認したら電気ショックボタンを押す 

◎ 電極パッドを傷病者に貼ると AED から「身体

に触れないでください」などの音声メッセー

ジが流れ、自動的に心電図の解析が始ります。

AED のメッセージに従い「離れて下さい！」

と周囲に声をかけ、誰も傷病者に触れて  

いなことを確認します。 

 

◎ AED から「ショックは丌要です」などの  

メッセージが有った場合は、直ちに胸骨圧迫 

から心肺蘇生法を開始します。 

 

(2)心電図の解析 

(3)電気ショック 

◎ ショックが必要な場合は AED から「ショック

が必要です」などの音声メッセージが流れ、

自動的に充電が始ります。 

◎ 数秒で充電が完了し、「ショックボタンを押し

て下さい」などの音声メッセージが流れ、  

押すボタンが点灯します。 

◎ 電気ショックを行う際は「ショックを行い 

ます！！離れて下さい！！」と声をかけ、  

注意を促し誰も傷病者に触れていないことを

確認してからショックボタンを押します。 

 

☆要点☆ 

※ 電気ショックを行うと電気刺激により傷病者

の身体が動くことがあります。 

※ プールなどで傷病者とその周囲が濡れている

場合も電極パッドを貼る部分と電極パッド同

士の間を拭いてから電極パッドを装着します

が、それ以外が濡れていても電気ショックの

際に感電することは有りません。 

※ AED の解析中や電気ショックを行う場合 

など止むを得ない場合を除き出来るだけ胸骨

圧迫は中断せずに行います。 

 

☆要点☆ 

※AED が心電図を解析している時に傷病者の身体を動かすと正しく解析されず、電気   

ショックが出来ない心電図にも関わらず「ショックが必要です」といった誤作動の    

原因となりますので、AED から「身体に触れないでください」といったメッセージが   

有った場合は直ちに傷病者から離れて下さい。 



 

 

  

  

                       電気ショック完了後は直ちに胸骨圧迫を開始 

 

 

？ いつまで心肺蘇生法を続けるの ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
                    回復体位 

◎ 電気ショックが完了すると、AED から「患者

に触れても大丈夫です。心肺蘇生法を開始 

して下さい」といった音声メッセージが流れ

ますので、すぐに胸骨圧迫から心肺蘇生法を

開始します。 

◎ 心肺蘇生法を再開して２分経つと「解析中 

です。患者に触れないでください」と音声  

メッセージが流れますので、傷病者から離れ

AED の次の音声ガイドを待ちます。 

 

(4)心肺蘇生法の再開と２分ごとの AED による解析の繰り返し 

 以降は、心電図解析・電気ショック・心肺蘇生法の手順を２分ごとに繰り返します。 

※ 心肺蘇生法は救急隊員に傷病者を引き継ぐか、傷病者が普段どおりの呼吸をし始めたり 

目を開けるまで続けます。 

 

※ 傷病者が普段どおりの呼吸をし始めたり、目を開けたことにより心肺蘇生法を中止した 

場合も、再び心肺停止になった場合に備え傷病者に装着した AED ははがさずに電源も  

入れておきます。 

 

※ 救急隊が到着したら電気ショックの実施回数や傷病者が心肺停止になった時の状況  

（発見した時の状況）などを救急隊員に伝えて下さい。 

 

※ 普段どおりの呼吸をし始めたあとでも、嘔吐する可能性がある場合や呼吸時にゴロゴロと 

いびきの様な音が聞こえる場合は、回復体位にして傷病者の気道を確保します。    

（止むを得ず傷病者のそばを離れる場合も同様） 


